
年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 H 組～ E 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

魅力的に伝える
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

定期考査

工夫して話す
魅力的な紹介文を書く
・さまざまな表現の工夫を知り、自らの
表現に活かす。
・読み手が共感できるように、表現を工
夫して書く。

【知・技】・比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な
述べ方や婉曲的な述べ方を理解している。
【思・判・表】・「書くこと」において、自分の考えや事柄
が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明のしかたを考える
とともに、文章の種類や、文体、語句などの表現のしかたを
工夫している。
【主体的態度】・紹介文を書く活動に興味をもち、読み手が
共感できるように表現を工夫している。

〇 〇 〇

【思考力、判断力、表現力等】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの
見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ
価値への認識を深めようとしているとともに、読書に親
しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手
としての自覚をもとうとしている。

現代の国語

配当
時数

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚を磨き、進んで
表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

態
領域

評価規準

１
学
期

○

定期考査

意見を示す
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

発想を広げる
・他者と意見を交流し、アイディアを出し合
う。
・アイディアを整理し、さらに発想を広げ
る。
意見を書く
・構成や展開を意識して文章を書く。
・根拠を明確にして、自分の意見を書く。

○

要点をつかむ・的確に伝える
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。 ○

定期考査

３
学
期

○

【知・技】・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量
を増すとともに、語句や語彙の構造や特色、用法及び表記のしかたなどを理解
し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思・判・表】・「書くこと」において、自分の考えや事柄が的確に伝わるよ
う、根拠の示し方や説明のしかたを考えるとともに、文章の種類や、文体、語
句などの表現のしかたを工夫している。
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、論理の展開な
どについて叙述をもとに的確にとらえ、要旨や要点を把握している。
【主体的態度】・実用的な文章に興味をもち、その意図や表現上の工夫をとら
えたり、わかりやすく書いたりする学習に積極的に取り組もうとしている。

【知・技】・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色
をふまえ、正確さ、わかりやすさ、適切さ、敬意と親しさな
どに配慮した表現や言葉遣いについて理解し、使っている。
【思・判・表】・「話すこと・聞くこと」において、論点を
共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話合いの目的、
種類、状況に応じて、表現や進行など話合いのしかたや結論
の出し方を工夫している。
【主体的態度】・他者と積極的に意見交換し、発想を広げる
ようとしている。

○ ○

定期考査 ○ ○

【知・技】
・比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方につ
いて理解し使っている。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。
【思・判・表】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、論理の展開な
どについて叙述をもとに的確にとらえ、要旨や要点を把握している。
【主体的態度】
・具体と抽象や対比の関係をとらえることに意欲をもち、文章の要点をとらえ
ようとしている。

○

○○

文章の要点をつかむ
　水の東西／「動」への変化
・叙述を的確にとらえる。
・具体と抽象を理解し、文章の要点
を的確にまとめる。

２
学
期

的確に伝える・意見を示す
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

社会への視点①
　さまざまな規約
・Q&Aや条例など、実用的な文章の特色
をとらえる。

○

○

○

国語 現代の国語 1

（A組：添田・八木岡）（B組：添田・八木岡）（E組：添田・山崎）（　組：　　　　）

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚を磨き、進んで
表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

国語

（　組：　　　　）

大修館書店　現代の国語

国語

5

6

4○

4

合計

35

○

（H組：添田・八木岡）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。

知

明日をひらく
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

【学びに向かう力、人間性等】

白紙
考える技術――考えさせない時代に
抗して
伝える・伝え合う
・言葉やコミュニケーションの基礎
を知り、学びに向かう姿勢を作る。
・相手や目的に応じた語句や文体の
使い方を身につける。

【知・技】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特
色をふまえ、正確さ、わかりやすさ、適切さ、
敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに
ついて理解し、使っている。
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」において、話し言葉
の特徴をふまえて、相手の理解が得られるよう
に表現を工夫している。
・「書くこと」において、自分の考えや事柄が
的確に伝わるよう、文体、語句などの表現のし
かたを工夫している。
【主体的態度】
・言葉やコミュニケーションに対して興味をも
ち、「現代の国語」の学習に意欲をもってい
る。

○ ○

○

○

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。 「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の
各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊か
に想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え
合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりして
いる。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、
他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

〇 〇

〇〇

〇

現代の国語

〇 〇

【知・技】・主張と論拠など情報と情報との関係を理解して
いる。
・推論のしかたを理解し使っている。
【思・判・表】・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、内容や構成、論理の展開などについて叙述をもとに的
確にとらえ、要旨や要点を把握している。
【主体的態度】・論理的文章を読むことに興味をもち、論理
関係を意識して読もうとしている。

〇

○

○○

○

○

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を深めようとしている
とともに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】

1

○

○ ○ ○ 4

1

○

○

2

1

○

1

【知・技】
・話し言葉の特徴や役割、表現の特色をふまえ、正確さ、わかりやすさ、適切
さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し、使ってい
る。
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」において、話し言葉の特徴をふまえて話したり、場
の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど、相手の理解が得られ
るように表現を工夫している。
【主体的態度】
・話し言葉の特徴に関心をもち、聞き手が理解しやすい説明のしかたをしよう
としている。

伝わるように話す
わかりやすく書く
・話し言葉の特徴を知る。
・聞き手が理解しやすい説明のしか
たを考え、過不足なく伝える。
・相手に正確に伝わるようにわかり
やすく書く。

6

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

論理をとらえる
言葉による見方・考え方を働かせ、
言語活動を通して、国語で的確に理
解し効果的に表現する資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

文章の論理をとらえる
　動的平衡としての生物多様性／自然と
人間の関係をとおして考える
・主張と根拠、理由づけの関係をとらえ
る。
・演繹、帰納に着目して、文章の論理を
とらえる。

定期考査
○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 H 組～ E 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

小説
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

城の崎にて（志賀直哉）
三つの小動物の死と関連して心境が語ら
れる構成を読み取り、作中に示された死
生観について考えを深める。

定期考査
○

・積極的に説話を読み味わい、互いに話のおもしろ
さを伝え合おうとしている。
・時間の経過による言葉の意味の変化を理解し、学
習の見通しをもって調べたり説明したりしようとし
ている。
・積極的に説話を読み、叙述に基づいて人物造形の
おもしろさを捉えようとしている。
・文の構成単位を理解し、学習の見通しをもって、
文を文節や単語に分けようとしている。

児のそら寝（宇治拾遺物語）
古典の文章に慣れるとともに、現代に
通じる話のおもしろさや人間描写の巧
みさを知る。
絵仏師良秀（宇治拾遺物語）
古典の文章に慣れるとともに、古文に
おける人物造形のおもしろさを読み取
る。

15

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

1

○

○ ○ ○ 9

1

○

○

8

1

○

1

〇 〇

〇〇

〇

言語文化

〇 〇

・作品に表れている死生観を捉え、内容を解釈
しようとしている。
・『いのち』と粘り強く読み比べ、自分の考え
を論述しようとしている。

〇

○

○○

○

○

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を深めようとしていると
ともに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】

10

11

3○

10

合計

70

○

（H組：添田・八木岡）

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けているとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めている。

知

小説
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

【学びに向かう力、人間性等】

羅生門（芥川龍之介）
下人の行動や心理をもとに場面の展開
を捉え、老婆の語る論理が下人の決断
に与えた影響を読み取る。

・登場人物の行動や心理を粘り強く読み解き、
内容や展開を捉えようとしている。
・老婆の語る論理を、叙述を基に読み解き、学
習課題に沿って、下人がどのように判断した
か、説明しようとしている。
・典拠となった『今昔物語集』の説話と粘り強
く読み比べ、作者の工夫をまとめようとしてい
る。

○ ○

○

○

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付
けているとともに、我が国の言語文化に対する理解を深め
ている。

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考
える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、
他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考え
を広げたり深めたりしている。

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合
う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

国語 言語文化 2

（A組：添田・八木岡）（B組：添田・八木岡）（E組：添田・山崎）（　組：　　　　）

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚を磨き、進んで表
現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

国語

（　組：　　　　）

第一学習社　精選言語文化

国語

３
学
期

○

・人の内面に潜む恐怖の正体を進んで考察し、解釈したこと
を説明しようとしている。
・恐怖体験を語る小説における、暗示や比喩の効果につい
て、積極的に評価しようとしている。
・短歌の形式や表現を進んで理解し、学習の見通しをもって
短歌文芸に親しもうとしている。
・作品に表れている情景や心情を鑑賞し、自分のものの見
方、感じ方を豊かにしようとしている。

・初期仮名物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って伝奇性
や心情描写の特色を捉えようとしている。
・用言の活用について理解し、学習の見通しをもって活用形
を調べようとしている。
・これからの学習に見通しをもって、漢文訓読の基礎知識を
積極的に身につけようとしている。
・日常的に使う故事成語や格言の量を積極的に増やし、漢文
が我が国の言語文化と不可分の関係にあることを理解しよう
としている。

○ ○

定期考査 ○ ○

・繰り返し音読し、積極的に詩のリズムを理解
しようとしている。
・象徴的な表現を読み取り、進んで作品世界を
理解しようとしている。

○

○○

一つのメルヘン（中原中也）
詩独特の表現技法や構成などを理解
し、作品に託されたメッセージを読み
取る。

２
学
期

小説、短歌
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

鏡（村上春樹）
恐怖体験の一つとして語られる、幽霊で
も超常現象でもない、人の内面に潜む恐
怖とは何かを読み解く。
その子二十
わが国の伝統文化の一つである短歌の鑑
賞のしかたを理解し、近代を代表する歌
人の作品を味わう。

○

○

○

１
学
期

○

定期考査

古文、漢文
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

なよ竹のかぐや姫（竹取物語）
古典特有の世界観に慣れるとともに、千
年以上前に作られた物語が現代まで継承
されていることを知る。
漢文入門
わが国の言語文化についての理解を深め
るために、古典としての漢文を読むこと
の意義を知る。

○

詩、古文
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。 ○

定期考査

【思考力、判断力、表現力等】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの
見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ
価値への認識を深めようとしているとともに、読書に親
しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手
としての自覚をもとうとしている。

言語文化

配当
時数

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚を磨き、進んで表
現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

態
領域

評価規準

古文、漢文
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

定期考査

古典から受け継がれる話の由来を調べる
（課題に応じて調査する方法を学ぶ）
故事成語
漢文の訓読に慣れるとともに、現在使わ
れている言葉が漢文に由来することを知
る。

・伝統文化に関して積極的に題材を集め、集めた題材のよさ
や味わいを吟味しようとしている。
・「祭りの笛」を振り返り、構成や表現に工夫を凝らして随
筆を書こうとしている。
・故事成語の由来となった話を積極的に読み、わかった内容
を工夫してまとめようとしている。

〇 〇 〇


